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(〈① ス ター ト か ら 右 カー ブ を 抜け 、 最 初 の ジ 
ャ ンプ を 越え る まで は 、 ク ルー ジン グラ 
イン と 同じ コー ス 。 あ せら まず に 行こ う 。 
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IMBRNEBDAE 全長 2.8km の 初級 コー ス 。 こ の コー ス の 
ーッ ミー 3 二 攻略 法 は 、 ム リ に 最短 の ライ ン を 攻め すず 
ー プ | \ リ ヾ ゞ N 
NE に 、 で きる だ け コ ー ス 中 央 を 素直 に 滑っ 
EGR て 行く こと だ 。 ゆ る い カ ー プ ブ が 連なっ て 
いる の で 、 あ まり エッ ジ を きか さ な く て 
も 十分 曲がっ て 行け る ぞ 。 















語 詩 ② ジ ャ ンプ ・ ポ イン ト 先 の コー ス は 、 
な 両 脳 が コブ だ ら け に な っ て いる 。 ジ 
ャ ンプ 中 に エア ター ン を し て 、 着 地 
の 姿勢 に 気 を つけ な が ら コ ー ス 中 
央 に 着地 すれ ば OK だ 。 








(② こ の 辺り で は 、 ま だ 余裕 が ある 
は ず 。 ゴ ンド ラ の ある 風景 を 眺 
め る の も “オツ "な も の 。 


⑤ 斜 度 が 30' 以 上 あり 、 左 つ 右 と カー ブ が 

連続 する S 字 風 の 細い 谷間 だ 。 エ ッ ジ を 
きか せ て し っ か り タ ー ン し な いと 、 す ぐ 
に フェ ンス に 激突 する ぞ 。 慣 れ て きた ら 
イン を 突く の も 有効 だ が 、 コ ント ロー ル 
を 失い や すい の で 要 注 意 / 
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⑥ ゴー ル が 見 えて きた ら 、 残 る コー ス は 
シン プル な スト レー ト の み 。 時 間 に 余 
裕 が あれ ば 、 こ こ で ター ン の 練習 を し 

て いて も 構わ な い 。 
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③ 第 1 エク ステ ンド ・ ポ イン ト を 抜け 
く が 、 で きる だ け ス トレ ー ト ライ ン 


⑧ 左 か ら 右 へ の 急 カ ー ブ が 続く S 字 を を 滑 ろ う 。S 字 を 抜け た こら 、 す ぐに 


抜け る と 、 も う ゴ ー ル は 目前 。 実 は 





ここ の ら S 字 で は 意外 な ショ ー ト カッ ジャ ンプ だ 。 世 : 
ト ジ ャ ンプ が 可能 らし い の だ が ……。 人 ノラ 」 上 | 
④ 第 2 エク ステ ンド ・ ポ イン ト 直 後 が 、30' 以上 の うねっ た 急斜面 。 ⑤⑥ 登山 列車 が 通過 する こと も ある 
初級 コー ス 最 大 の 難所 だ 。 大 き な 段 差 に 乗る と 、 速 度 が 落ち た り 陸橋 。 で も 景色 に 見 と れ て いる 
Pt と リリ す 全 っ に ニー リャ ゴ ャ ー と 、 陸 橋 に 激突 し ちゃ う ぞ / 
⑦ 右 カー ブ と 左 カ ー ブ が 交互 に 続く が 、 いて 右 か ら 左 へ と スイ ング し よう 。 左 カー プ で アウ ト に ぶら れる 
最短 の スト レー トラ イン を 見 極め よう 。 [ と 、 木 に 激突 する の で 注意 / 


フェ ンス に 惑 わ さ れ る な / 





クル ー ジ ング ライ ン の 1.5 倍 近い 、 全 長 4.0km 
の 上 級 コ ー ス 。 細く 曲がり くね っ た カー プ ブ が 連 
続 し 、 綱 度 の 変化 も 激しい の で 高度 な テク ニッ 
ク が 要求 され る 。 洞窟 や ガケ な どの 見 た 目 に ト 
リッ キー な 場所 も 多い の だ が 、 の ん びり 景観 を 


楽し お 奈 裕 は な さそ うだ 。 


② シ ケイ ン 風 カー ブ を クリ ア 軸 較 Ns 39 


する と 、 す ぐに 右 カ ー ブ 。 
イン 側が 段差 に な っ て いる 
の で 、 最 短 を 攻め る より も 
段差 を 避け て セン ター を 滑 
ろう 。 そう すれ ば 休め お 間 も 


な く や っ て くる 障害 物 地 帯 較 基 訟 は 


も 、 ス トレ ー ト に 進む だ け 隊 議 
で 楽勝 だ 。 逆 に 右 カ ー ブ で 議 
イン を 攻め た り 、 ア ウト に 
ふく らん だ 人 は 、 両 サイ ド 
の キッ ツー イ 障 害 物 地帯 に 
突っ 込ん で 、 激 し い タ イム 
ロス に な る こと 必至 だ / 障 
害 物 地帯 を 越え れ ば 第 1 エク 
ステ ンド ・ ポ イン ト だ / 


(⑥ ゴー ル 手 前 の 最後 の 難関 は 、 二 重 の へ 
アピ ン か ら な る ら S 字 カー ブ だ 。 右 、 左 
と 思い っ きり スイ ング し な が ら 、 エ ッ 
ジ も カー 杯 きか せ 、 切 り 返 し て 行か な 
いと 曲がり きれ な い 。 で も 最初 の 右 カ 
ー プ は 、 あ ん まり イン を 攻め る と フェ 
ンス に 激突 し た り 、 段 差 で 板 を 浮か さ 
れる の で 要 注 意 / 
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③ 余 度 30" 以 上 の 
狭い 急 八 面 に コ 
フス が 続く 危険 な 
地帯 。 最 初 の 左 
カー ブ で は アウ 
ト か ら イ ン に 入 
り 、 を その後 の カ 
ー ブ で は イン を 
突く の が いい よ 
うだ 。 だ だ し 、 
ライ ン に ば か り 
気 を 取ら れ て い 
る と 、 有 段差 に つ 
か まっ て 大 変 な 
選民 / 





posirioN 分 
に ココ 
TOTAL TIME 


の "。 マコ SI 
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(① ガ ス の た め 視 界 が 最悪 に な 


っ て いる スタ ー ト 地点 を 出 
発する と 、 い き な り の 難所 
に 突入 / うっ か り し て る 
ンス に 激突 する の で 、 こ こ 
は セン ター か ら 入 っ て 行こ 
う 。 ぞ その後 、 す ぐに シ ケ イ 
ン 風 の 直角 カー プ ブ が 、 右 、 
左 と 現われ る が 、 こ こ で は 、 
スイ ング と エッ ジ を フル に 
使っ て 素早 く 切 り 返 そう 。 
直角 カー ブ の 1 つ 目 で は イ 
ン 側 の 障害 物 を 避け て アウ 
ト か ら 入 り 、2 つ 目 は 頂点 
を すり 抜け る よう に イン を 
攻め よう 。 


ズ タ ー ド 


手 に は 切り 立っ つた ガケ が 括 
っ て いる この エリ ア は 、 カ 
ー ブ を ひと つづ つ 確 実に ク 
リア し な いと 、 ア ツ と 言う 
間 に “激突 or 転落 コー ス " 
ヘー 直線 だ 。 こん な と ころ 
で 転落 し て いた ら 、 洞 窟 の 
手前 に ある 第 2 エク ステ ン 
ド ・ ポ イン ト に た どり 着け 
な いか も !? 


ゃ ooo に た ーッ テー 9 ライ トト トキオ 
の 柱 が 立ち 並ん で いる 。 こ れ に ぶつ か る と ダメ 
ーー ー ジ が 大 きい の で 、 安全 で 短い ライ ン を 探 そう 。 


』 ⑦ 他 の 2 コー ス と は ゴー ル 地 点 が 違う の で 、 上 級 コ ー ス "エエ 
還 )) クス トリ ー ム ファ ング "を クリ ア し た 者 だ けが 、 美 し 
い ヨ ー ロ ッ パ の 街並み を 見 る こと が で きる の だ / 
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中 級 コ ー ス 


全長 3.1km の 中 級 コ ー ス 。 左右 に く 
ね っ た 谷間 な どの テク ニカ ル 部 分 と 、 
終 度 40 以上 の スピ ー ド 感 あ ふれ る 
急斜面 を 合わ せ 持 ち 、 表 情 豊 か な 構 
成 に な っ て いる 。 あ る 程度 操作 に 慣 
れ た プレ イヤ ー な ら 、 最 も 楽し ん で 
滑れ る コー ス だ ろう 。 ク ルー ジン グ 
ライ ン と は 異な り 、 イ ン を 攻め る ラ 
イン 取り も 必要 だ 。 





⑨ ジ ャ ンプ 後 す ぐに 、 左 カー フ 、 右 カ 
ー プ が 続く の で 、 ジ ャ ンプ 中 に エア 
ター ン で 姿勢 を 変え 、 着 地 し た らし 
っ か り エ ッ ジ を きか せ て 曲 が ろ う 。 
イン を 突く ライ ン 取 り が 有利 だ 。 
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④ 第 1 エク ステ ンド ・ ポ イン 
ト 通 過 後 の 右側 は 段差 に 
な っ て いる の で 、 寄 ら な 
いよ うに まっ すぐ 滑 ろ う 。 





⑥ 谷間 を 抜け る と 、40' 以 
上 の 急斜面 か ら 左 カー 
プ に さしかかる 。 左 カ 
ー ブ の アウ ト 側 は 滑り 
や すい アウ トバ ー ン に 
な っ て お り 、 さ ら に 外 
側 は 落ち 込ん で いる ぞ 。 
狙い 目 は アイ スバ ー ン 
の な い イ ン 側 だ が 、 こ 
の 手前 に ある 谷間 を う 

まく クリ ア し て いな い 

と 通る こと は で き な い 。 

ここ を 抜け れ ば 第 2 エク 

ステ ンド ・ ポ イン ト だ / 
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ー な ん て 、 


日 本 で も ここ だ け だ / の 0270(65) 
4478 時 一 17 時 (8 月 は 夜間 も 


水上 ジェ ッ ト コ ー ス タ 
営 業 ) 








リコ) で 旧 取 ン と し 癌 つっ うさ 私 キー 
INA 且 到 更 どじ っ うっ GA で で S? 掛 所 
世 く 軌 凌 賠 天 や さく < 了 睦 変 G 二 
リリ AH イロ ーK 入 ーm…wo 針 ” 悪 
炉 必 くさ ・ 表 暑 間 械 ・NIN で ドー 
て cuoo ら "ユー ロート AN たり 
っ ざ や で し 尽 殺め の うっ 心 選 も いつ らら 
ら 外 玩 で 所 人 R 々 くじ つ eewe や 7 
や G 取 も G 筐 せ ” 中共 宿 臣 公 折 つ 
レ っ eS で” 明 e べ 明 N0 の うっ 心 役 わ 
で で で 公 間 SO で で うっ? AHS 
て ローK ふ ー ゼ 違 ST ロー ロー 選 
ご 回 te 代 呈 じ ′ | 骸 帳 te 時 坦 半 ご " 
本 思考 用 的 記さ Qp へ へ へ 
RTN ミ ルト トッ コー 公 表 Ke" 画 * 
Q を で お る 和子 3 お へ 刷 和 和 人 7 
挟 販 擬 さ 公表 選 錠 C レキ さ ャ しゃ" 





火曜 日 休園 


ジン 
ら 


赤城 山 も 見 晴 


ル 。 上 か ら 
、 絶 景 一 / 


地上 70m の 大 観覧 車 は 伊勢 崎 の 
ボ は あの 
せ て 


ンチ ッ ク な メリ ー コ ヨコ 
ら ヒ メ も 御 満足 ? 


ゴー ジャ ス で メル へ ヘ へ 
ー ラ ウン ド 。 と れ あ な 












書 候 ツン ガボール 


。 6 月 30 日 「 ブ ギ ス ・ ジ ャ ンク ショ ン 」 
日 1] に オー プン 。 取材 時 の 7 月 半ば 
に は すでに 常連 も で き て いた 。 


つい に シン ガ ポ ー ル も 、 長 い ゲ ー ム 不毛 時 代 を 終え た 。 
-。。 5 シン ガボール で 初 の 本 格 的 ゲー ム ・ ア ミュ ー ズ メン ト と 
ーー ンド の ) ト 話題 を 呼び 、 新 し い 物 に は 目 の な い シ ン ガ ボー ル っ 子 た 
を リデン プシ ョ ン で チケ ッ ト を 集め ち で 連日 大 盛況 だ 。 400 坪 と いう 広い 店 内 に は 145 台 の マ 
れ ば いろ ん な 景品 と 交換 し て くれ る 。 シン 。 イ ンタ ー ナ ショ ナル な 雰囲気 が お も し ろ い 。 こ こ 


で は や る 人 ・ 見 る 人 が 一 体 に な っ て 、 ゲ ー ム を 楽し ん で 
いる 。 言っ ちゃ あな ん だ が 、 シ ン ガ ボー ル の ゲー マー の 
レベ ル は まだ まだ 発展 途上 。 テ クニ ッ ク を 自慢 し た いや 
ツ は ぜひ 行っ て みる と いい 。 ギ ャ ラリ ー を アッ と 驚か せ 
て 、 尊 人 敬 を 集め る こと だ っ て で きる か も る も?! 


田 ナ ムコ ・ ワ ンダ ター バーク NAMCO WONDEH PAHK 

00 VICTOFRIA STHEET HBI-0⑯ & BI-03 PAHCO BUGIS JUNCTION 
人 65-339-3583 FAX65-339-3537 10 : 30 一 9 : DU 無休 
、 中 ? 階 に ビデ オ コ ー ナ ー。 流血 は 法 NAO 


律 で ご 法度 な の で 、 驚 いた こと に 格 
ゲー ム 中 の 血 し ぶ き は な ん と 緑 / 


コ 豆 中 Sir は ーN すご さて 六 
計 UNWTNSrASAS せ 


中 S と で 六 。 
・ ミー 斗 は ざら 旦 曽 T『ー ニ MI アハ ーH」 


_ 『 サ イ バ ー サ イク ルズ 」 は 4 トー クン 。 新しい 
_ 物好き だ が 債 重 派 の シン ガ ポ ー ル っ 子 。 ご 覧 
の と お り 、 ゲ ー マ ー の 後ろ に は ギャ ラリ ー が 
ID の 人 だ か り 。 ーー 








一 番 人 気 は ドリ フト 走行 が 体験 で きる カー レー ス 『 ド リフ トキ ング 」。「 タ ー ボ / 」 で 白熱 。 
コー ス の 広 さ は 東洋 一 。 ゆっ た り 幅 で 抜く ポイ ント も 多い 。 日 本 に 比べ て 料金 も 安い の で 
マニ ア は シン ガ ポ ー ル で 存 分 に 楽し むべ し / 










Ma 剛 層 此 
よ 品 
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「 ブ ギ ス ・ ジ ャ ンク ショ ン 」 と いえ ば タク シー 
で も すぐ わか る 地下 鉄 「 ブ ギ ス 」 駅 の 真 上 。 
ワン ダー パー ク へ は この エス カレ ー タ ー で 地 
下 へ 降り る の だ 。 ーー 


〔 2 ロ 【 rw 問 NR gi 。 


拉 ) 


田村 マネ ー ジ ャ ー (後列 一 番 左 ) や ニッ ク 店 
長 (前 列 中 央 ) と いっ た 日 本 語 の わか る スタ 
ッ フ も いる か ら 心 強い 。 ス タッ フー 同 が 待っ 
て いる / 


ンー 
Pe 
り es 
Fi Te 


ヨ ョ ひひ O コ ツウ つ ONI Sp SpPIn ら 





ZU 
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| 上 世に 反抗 的 な マイ ケル ス の と ば っ ちり を 。 
_ 受け 、 炊 事 当番 を する ハメ に な っ て し まっ た 。 


ュー は 、 地球 に 残し て 拉 た 別居 中 の 天 
ーー の こと が 時 も 訪 れ られ な い 。 


この 作戦 の すべ て を 知っ て いる の は 、 華 地 。 
の 司令 宣 ソ ー ン ダー ス 大 佐 だ け の よう だ 。 


ANTUM GATEI 


。 ノ デーー Tale [en/ こ ) カ 人 / に IIWg! こ ] 記 の 
ン ア ンタ ム 4 ト 1 CD-HOM 7/,90U 円 (税別 ) 


⑥1995 HyperBole Studios. All othher trademarks 
used by permission. All rights reserved. 


西暦 2057 年 一 一 環境 汚染 の 進行 は 、 地球 の 生 
態 系 を 崩壊 寸前 に まで 追い 込ん を で いた 。 この 


状況 を 打開 する 唯一 の 手段 、 そ れ は 酸化 イリ 


ジウ ム に よる オゾン と 酸素 の 再生 で ある 。 し 
か し これ を 入手 で きる 惑星 AJ3905 は 、 凶 暴 な 
“ 虫 た ち が 支 配 し 、 有 毒ガス に 覆 わ れ た 「 地 
獄 」 で も あっ た の だ , 人 類 は 、 最 後 の 希 望 AJ3905 
と 地球 を パラ レル ワー ルド 転移 装置 く Ouan- 
tum Gate> で 結び 、 ド リュ ー を は じ め と する 
数 名 の 兵士 を 送り 込ん だ が …。 

『OUANTUM GATE 1 一 悪夢 の 序章 --」 を 
プレ イ す る こと は 、 実 に 奇妙 な 体験 で ある 。 
最近 、 急速 に 増え て 来 た : イン タラ クティ プ ・ 
ムー ビー の 1 本 と 位置 付け る こと は た や す 


い の だ が 、 こ の ソフ ト に は 、 そ ん な 簡単 に 片 
付け る こと の で き な い 「 何 か "が ある 。 

大 作 S F 映 画 を 思わ せる よう な スケ ー ル の 
大 き な イ ンタ ラク ティ プー スト ー リ ー。 これ 
まで の 「 劇 NR 有 肉 画 」、 そ し て 「 ゲ ー ム 」 と は 一 
線 を 画す 独創 的 な 映像 表現 。 こ の 2 つの 相 容 
れ な い 要 素 一 一 "エン ター テイ ン メ ント "と 
“アート” を 絶妙 な バラ ンス で 合わ せ 持 っ て い 
る こと が 、 最 大 の 魅力 な の だ 。 あ な た は 物語 
に 引き 込ま れ 、 め くる めく 映像 に 翻弄 され る 
うち に 、 ア ッ と 驚く エン ディ ング へ と 巻き 込 
まれ も まう づ うだ ろう 。 

体験 する 映画 “バー チャ ル ・ シ ネ マ ” こそ 、 
映画 の 進化 の ひと つの 形 な の か も し れ な い 。 


ドリ ュー の 友人 マイ ケル ス は 、AJ3905 其 地 と その 
任務 に 疑問 を 抱き 、 独 自 に 調査 を 開始 し た 。 そ し 
て 彼 は 、 あ る 仮説 を 導き 出す か …。 





SYUHOTRUN 


サイ 2 めい 1 WindOwS 版 プ Macointosh 版 CD-RHOM 
3 ロジ イミ ニレ さ ド 各 B.B0 円 (税別 ) き 。 且 イ コト ロフ 日 本 語 
5 コ て へ 


| 
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ロシア の 開発 し た マイ ンド コン トロ ー ル 装 
置く < サイ コト ロン > を 運搬 中 、CIA 輸 送 機 が 区 
落し 、 乗 組員 1 名 と 装置 が 行方 不明 に な っ た 。 
CIA 長 官 か ら 指令 を 受け た プレ イヤ ー は 、CIA 
輸 j 茨 機 に 乗っ て いた エー ジェ ント た ちの オフ 
ィ ス を 皮切り に 、 こ の 事件 の 捜査 を 開始 し な 
けれ ば な ら な い 。 し か し 事件 の 裏 に は 、 ア メ 
リカ 、 ロ シア 両国 政府 の 思惑 だ け で な く 、CIA 
に KGB、 マフ ィ ア まで が が 入り 乱れ る 複雑 共 奇 
な 状況 が あっ た の だ …。 

"サイ コト ロン 日 本 語 版 j は 、 最 近 話 題 に な 
っ て いる 「 マ イン ドコ ント ロー ル 」 を 題材 と 
し た 映画 的 な アド ベン チャ ー ゲ ー ム で ある 。 


は 、 誰 が 持っ て いて も お か し く な い 禁 断 の 願 
望 で あり 、 ま た 現代 の 科学 の 進歩 は 、 すでに 
「 サ イコ トロ ン 」 を 完成 さす せ て いる の か も し れ 
な い 。 そ ん な 絵空事 で は な い 現 実感 が 、 こ の 
ゲー ム の 逢 さ と 面白 さ を 強 烈 に 増幅 させ て い 
372 反 4 と 2 とっ 骨 

も ちろ ん これ は ゲー ム で ある 。 深刻 な 現実 
に 思い を 駆 せ る より も 、 一 董 も 二 攻 も ある 個 
性 的 な 連中 を 相手 に 、 ス リリ ング な 駆け 引き 
を 楽し むべ きだ ろう 。 特 に マフ ィ ア た ちと の 
“命がけ の ポー カー"” に は 、 き っ と 寿命 が 縮む 
ほど の スリ ル を 味わう は ず だ 。 君 の ちょ っ と 
し た 言動 が 、 君 の 命 ば か り で な く 、 世 界 の 未 


入 式 


他 者 の 精神 を 自分 の 思い の まま に 操る 。 そ れ 来 を も 左右 する の だ か ら 。 
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事故 の 現場 と なっ た ガン サー 
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人 有用 用 思 必 用 用 過 用 了 
あな た が ゲー ム を し た く な る と き 


アト よし し に に にし 





ーー 


-』 莉 ー さ ョ 
寺 1 dei 
| 攻 9 6 
り 還 
『 軸 ー = K 


妻 に 言い 上 負 か さ ざれ た 時 。 
『 鉄 源 」 で 、 隠 し 技 を バシ バシ 連発 させ る こ 、 気分 か 
スッ キリ し ます 。 

(和歌 山県 ロウ ミッ シェ ル さ ん ) 


『 鉄 健 」 が あれ ば 、 夫 婦 の 仲 も これ て 円 満 。 


テス ト が 終わ っ た 時 、 も し く は テス ト の 結果 が 出 た 


時 に ゲー ム を し た く な る 。 そ し て 学校 が 終っ た と きも 。 


_ (北海 道 海龍 さん ) 


ああ 、 や っ と これ で 終っ だ た … と 思っ だ 時 に 、 ゲ ー ム ・ 


エネ ルギー が 増強 され る わけ だ 。 ま る で スト ー リ ー 
も の の ゲー ム の よう だ ソ ゾ ソ 。 ' 





あな た が 見 つけ た 素 英 な 
ナム コマ ン サ ムコ レダ 


ナム コ 徳 山 店 の お 姉さん 。 こ この お 姉さん は 、 黒 服 
で お し ゃ れ 。 そ の 上 や さ し い ん で す 。 は じ め て 行っ 
た 時 は 、 メ ダル の ある ゲー ム を 教え て こもら っ た り し 
まし た 。 あ り が と う 。 そ し て 、 こ れ か ら も ご どん ご どん 
行き ます の で 、 よ ろ し く ネ / 


(山口 県 栗原 あす か さん ) 


プラ ボ 徳 山 の お 姉 きん か ら 一 言 。「 女 性 パワ ー が 爆 
発 ク とい っ た 感じ の プラ ボ 徳 山 店 。 ぜ ひ お 越し 下さ 
い 。 爆発 せ ず に や さき しく 応対 致し ます …」 


し 
ーー スッ デ 吉 こみ を これ 葛 < 
ー ー ー ュ し っ る も る る 
< ーーー 一 と 較 - 9 
こ ーー トッ ーー um と 
ーー 』 - ーー 
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oxdkOH1 ど 授 Ot 導 Sm 判 か 9 か S 貴 唱 e。 。 


> 半 


この ゲー ム を し た 後 
あれ が 食べ た く な る 


『 ア ウト ・ フ ォ ク シー ズ 」』 を し た 後に 物 を 食べ た く 


_ な る 人 が いる だ ろう つか"? 少なくとも 僕 は 何 も 食 


べた く な い 。 な ぜ な ら こ の ゲー ム は 、 敵 を 倒し た 後 
に 「 ご どぶ っ / 」 と 血 が 吹き 出る か ら だ 。 

(茨城 県 森谷 孝一 ざん ) 
トマ ト ジ ュ ー ス が 飲み だ 一 い / っ て 言う 人 が いた だ り 
半 (@30 


あの ナム コ ・ シ ュー ティ ング の 名 作 『 ド ラゴン スピ 
リッ ドコ 」 選 ドラ ヨン セイ バー の 後 は 、 ミ スタ ー 
ド デ ま ホッ ツ の ドー ナッツ と メ 和 回 シク ソー ダ 計 が うま 


い / アム ル と お デー ト し て いる 気分 が 味わえ 


る か ら 。 (宮城 県 ね こま ゆき さん ) 
ゲー ム の 後 の 余韻 の 楽し み 方 、 知 っ て いま すね ー。 








こら 
C つ 








1G『Tm げ 








大 募集 


下 の 1 6 の テー マ に つい て 、 お た よ 
り を 待っ て ます 。 封 書か 官製 葉書 で 次 
の 宛先 まで 。 字 数 制限 な し 。 ほ ん の 一 
言 で も 結構 で す 。 掲 載 分 に は 薄 謝 を さ 
し あげ ます 。 

【 宛 先 】〒146 東京 都 大 田 区 矢口 P-]-g] 
帳 ナ ムコ 『 ノ ワー ズ 」 編 集 室 

「 読 者 大 い に 語 る 』 係 


和 1 。 あ な た が ゲー ム を し た く な る と き 
の 。 あ な た の ゲー ムジ ンク ス 


コ O ミ さん の ゲー ム を や る と き は 、 


ッ ム の い す 


友達 か ら 教 えて と もらっ た の だ けど 、 
、 ウー ンク 

" (宮城 県 ヒラ ク Y さ ん ) 
と っ て も イイ 友達 だ ね ー。 


ゲー ム ス ペ ー ス で 両替 する と な ぜ か 調子 が 
良く な い 。 

(大 分 県 村上 敏隆 さん ) 
ゲー ム ス ペ ー ス で 両替 する と 調子 が いい っ 
て 人 も いる か ら 、 あ まり 気 に し な が ない は ほう が 
いい か が も ョ 。 


シュ ー テ ィング する 時 に は 常に ギャ ラリ ー 
2 還 二 0 か 、 け を 人 


2 拍 うど ん さん ) 
キミ が うま すぎ る ん で 、 ギ ャ ラリ ー た も が 
若 れ を な し て 近寄っ て こない 、 な ん て ネ 。 
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この ー 計 が どう L て も AE_ 


_ 唐突 で す が 、 俺 は メダ ル を 30 万 枚 以上 持っ て いる / マジ だ (ブラ ボ 相 模 
原 で 彼女 と P 人 で た め だ の だ 。) これ っ て 日 本 一 だ よね 。 ナム コ の マシ ン 


は サー ビス 時 盛 。 必勝 法 は た いて い ど の 台 に も ある ん だ ョ 。 さあ ー み ん な 
も 頑張 ろう ぜ 一 。 
(東京 者 JULIANA き ん) 


す し 
引 赤 ー6 言 ん えよ う /」 と 思う 方 や た より トト さい 
が いる 。 な ぜ だ 一 ! 

(大 阪 府 宗良 英一郎 さん ) 


S0 YYrU22h 


た ま に 子 供 を 回 れ て ゲー ム ス ペー ス に 行く の が 楽し み で す 。 物 に 、「 欠 」 
の キン グ が 好き な の で す 。 と ころ で 私 が キョ ロキ ョ ロ し た り 、 じ っ と 見 た 
- りす る せい で し ょ うか 〒 補 導 の 先生 と 間違わ れ た こと が あり ます 。 よ 


ほど 熱い 視線 を 送っ ちまっ て いる の だ ろう か 。 私 。 


、 ( ビ 重 県 軸 人 ルル チ さ ん ) 


_ 補導 の 先生 と 間違わ れ た ほど の “熱い 視線 " SCYPT 


し まし た 。 こ れ か ら も 、 子 ども きん と 一 緒 に 来 て ね 。 


Ll ます Wh 1 1 1 1 [| | / 


lm =) ん 977// 選 ) 


ン フフ ガ ンー ニ つ = 


ー 言 。 て も し か し 入っ し スゴ イ の だ / ワ ン レ こ を が 真 の 


Giiunraiiiii 


ll 本 


学校 の 帰り に 友達 と キャ ロッ ト に 行く こ 、 めす 邊 阪 機 で アイ ス を 質 う 私 。 











IS の 9 


コ と の ケー ム を た 秋 
・ あ れ が 食べ た く な る 


| あな た が 見 つけ た 素敵 な 
* ナム コマ ン ・ ナ ムコ レティ 


 。 こ の 一 言 か どう し て も いい た い / ho Pe 三才 _ 恒 評 
 。 も 自 申 自在 / そ し て 床 に 流れ 出す 血 に 思わ ず ニ + OS に 結論 か ら 言う と "エレ ベー タ A リ ター ンズ 』 で コー 
「 「 て し まう 、 [ 。 す よ 。『 ア ウト フォ クシ ー ズ も 対戦 で きる と = 
いう 点 で は いい と 思い ます が 、 ガ ラガ ラ 声 で 
な い 慈 只 か ちょ っ と 気 に な る 。「 エ レベ ー タ A 二 持 
_ リターン ズ 」』 は 繧 密 に 書き 込ま れ た 敵 キ ャ ヤラ  -。 . 
、 や 背景 が すばらし い 。 ま た 最近 の ゲー ム に し 
TI 
だ っ 0 


こだわ り 対 決 
5。' ス ー バ パー ファ ミス タ 4」VS 
「 更 況 バリ フル ブロ 野球 05」 





間 - ー 、 年 私 は ' アウ ト フ ォ ク シー ス 。 派 (は 央 電 DX さん ) 全 = 敵 
数 々 の 意見 の 中 で は 、6 対 4 の 割合 で 『 ア ウ ーー 全 

ト フ ォ ク シー ズ 』 に 軍配 が 上 が っ た 。 悪 役 に 
な りき る 醍醐 味 に 支持 が 多かっ た よう だ 。 そ 


れ に し て も 、 ゲ ー マ ー の 分 析 は スル ド か っ た 。 私 は "エレベータ ー ア クン ション 


リタ ー ン ス , 派 


3 m ら 


THE READER'S COLUMN 





価 RHIK 叶 べく で 全 和 ホー ベリ SN0 う や 昭 で お 
合い CQ? 豆 ) 和 を で 思 公 弄 お 6 つつ 5 し 
回 人 で じゃ? 
(年 押 三 喉 十 世 坪 中 やら ぐ ) 
休 「RHIK 叶 く で 映 貴 陽 ] で し 交 一 ー ズ 
へ へ や 必 へ 会 得 N@G 公 ? 本 面 生 neo? 
(表層 性 を *%%GH キ エキ o と oc の 皿 羽 ) 
但 い か て ヽ い 。 ホー や 「 ト て | 公 豆 手 や 
「 ト ny」” く て て 6 悪 こ ロ を 0 おく しゃ 
全く こ ャ て そし 床 昌 会 他 7 了 硬 jJG ホ ー マ 
し 床 全 0 区 親 唱 代 で し つっ うつ 如 ? 
し や p^ 吉利 で JIE ビ TJ ひひ っ) 
( 織 藤 距 近田 届 羽 や % ぐ 人 Q) 
時 - ささ 呈 令 当選 測 恒 つつ 時 忌 
レ 製 へ ロ で 『HMK 叶 くべ で 遇 冒 奨 】 7 
天 琴 幸 KHzZ 壁 で 二 生 で で 
半 忌 下 本 " よ へ を 畠 定 し WS ローK 
公 器 つぐ 宮 ろう | 招 や SS る 楽 演じ 人 
Ke” 思 親 押せ | 坦 皿 慰 さ ^ 普 加 ど 
広 へ " ロ ロゼ 有志 の 6 杉 生 ツ つ し 宮 品 
や 拉 で ロロ 〇 ロ 選 型 @ 皇 二 じ し ロ K 淫 仙川 
居り)” 思 詞 届 36 で る 旧制 で し る xs? 
6 「SHMK 吐 く 守 嗣 由 音 】 ゼ ^ 呈 門 ル 誠 
京 @ 証 で 生 織 や 会 じ WkG 1 リーK 守 一 公 
っ つゆ 所 攻 唱 突 人 な ぐ 選 回 息 の に o ぃ ゅ い 叶 
で 本 ・ 生 の 人 和民 王 和 9 へ ふく 帳 
届 敵 NSK6 貼 公 来 條 つ 丸 ? 

中 手 送 杉 屋 GH 寺 りら で Sgb0 いつ 
ー で ルル まま ふ 届 皿 ” 判 貴 G じ ル よ n ロ で っ) 避 
で つり 還 将 革 ぐ 韻 居 吐 r く SS トト へ 
NN ど へ と 0 た べ とこ べた き しい ゃ 人 に こと い る ル する まこ だ べ 
心 の や 掲 型 選 全 型 R 買 GKー く ミード へ トト 
全日 へ ペペ 居 叫 で つ レス ント ヽ . 





@ | ローKTN く 人 イ 】 過 っ あつ 尋 さ 
ドーhI1 へ や 6 人 中 会 青 圏 東上 っ し セ ? 
中 代 じ 暑 尋 上 せ て 主人 貞 6 つ で 5 


し jp/ ホー ス 革 ロー エー さ ヤ キト ホー ら 唄 
公 融 公 S っ 6 公 で eo で"「H ト ー ロ ハハ く 私 
て | し ゃ 渦 ン SB…… 9 

( 古 無 三 距 咽 応 孔 ン ペ に 選 ) 
「H ロ ーKH へ く 和 トー] お 表 る トーマ 
SSKa67 一 人 IAS・ 朋 AA 全 で へ 
bk だ っ た いい EK くき の た くさく) 9 ま よ さ 
ー ト ne 償 称 避 や る 上 標 つ る ke で G しか" 
ふつ に ふさ ト 和 ふっ の 5 づつ) 記す 
ぶし で ふつ ト り 束 縮 か KO や パ や づつ 8 伴 的 
9) れ 6 し な で Ke 会 的 近 の の パイ つ … 
… NT る 心 家 上 し お うり レー て 
か へ は SSKO 全 会 1 ローKI へ くく ヘー 
桂 つる 公 っ JonG 会 っ や? 


K く て IN さい R 
TX ハー 棚 寺 @ 記 固 ト 中 中 









介 尽 中 で 「 還 民間 人 ] で 人 で 応じ しゃ 
「K こ て 心 さ トド ー ミ 』】 ゼ 斉 や 直し ? 
っ いや X ふ ミホ ホース 革 G は さて で つ し っ 
むし じ 拓 つっ 紗 瑞 会 NG 上 可 つ 束 ロ 
つ し っ うっ“ 

( 球 慢 距 地 咽 契 べ やく SQ 民 ) 
[上 | くり し 揮 つ る で SS hS 8 呈 
は ペド ーK 編 提 ぐ 夫 ・ 計 ・ 刀 補 記 
ぐ 定 年 全 つ ろ 油 地 各 癌 0 層 を ろう が 一 本 随 
( 〇 つく 一 本 haJW3 堅 居 須 会 弄 手 7 束 
^8 m 須 と トー6 因 箱 会 「 コ 】 し しゃ” 
記 く と 私 KG うり) 「 の ] KG の っ ) 公 人 移 kG 
Go 
ぐ 強 亜 諸 SR 応札 他 りく トー つ レ 
で ポート K 中 そ へ 人 K 公 皇 窟 つ を 本 ン S 
Re で 6" っ J で ce・ て し 薄 圭 に ト 穫 か も 
SQ 460 本 <= エ ホン 和 0 る 7 8 赴 芯 つ 
レボ 一 や 参 





生 ト エミ h ト AA ト 」』 補 起 し じゃ? 
ヤキ を 地 悪 や で 6 記 や NTJ う )S 倒 
Q^ 宜 忠 ハー ハ 和 を ト マー ミ を を 圏 陣 全 隊 班 
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の 
| 
入 
い 
ハ 
CN 
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必 際 
SN 


ョ シン 








Q つ っ 皇 来 し ^ 所 る 和 を で し 豆 豆 っ し ゃ ? 
( 荘 医 玩 N@ 抱 Ne トミ ミン や 民 ) 
問 ちか 公 / 元 在 ふ マー さ 公 氏 で 6 

つ ?『 中 で さき 人 K 胡 代 トト へ 人 色 ト 】 

会 雷 つ うふ マー ミ し ゃ ? 了 己 0 ン 宮 

公選 地 咽 っ つ 押 で O や GS し りゃ ? を も 

8 ス SG ポ 季 咽 つね 公 SS 公 補 和 へ 到 

S 還 本地 咽 り で し つぐ で Q で も ゃ ? 

ぐし ゃ ec・ の 中 の 弄 二 曰 G 守 和 へ 天宮 

ぐも ちか? 著 地 地 咽 に ト 穫 人 か ロロ)> の SG 

レ 和 へ 必 届 で 公 愉 禄 人 K イ ーー ホー パス 

い さり ペー を ト 私 生 革 と? 光 拒 ゼ 

時 尿 還 加 つじ し ろ 和 や G も の 心 る つ 赴 

い ッ レ に た めく で SS 門人 48 つ 2 で ヽ . 


@⑥NAMCO., LTD 
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@ を で っ 「 も お て で ー も で ふさ KK] 倒 世 
区 で ホー ゼ や ハ は べく で 5 吾 や” 〇 moi 
の の エリ 骨 Ke” | 己 掲 ご 咽 ひ 本" う 一 
っ 一 ペー ハー て 。 エエ の > ヒロ リロ 骨 No 選 ) 
回 DC・ 思 こく ル レレ こと で し つ eO 9 
3p30Q ペ 棋 せ 熊 0C レ テー エト の らし つ 





69 SN で や 6 っ うつ し 和 軒 輸 
"6 選 ^ | 上 思 会 圏 回 全開 SN6“* 
6 的 J) で せつ や ー 公 SS う っ “ 班 全 の 担 つ 公 
きっ” こく て で お も お ャ て 公 豆 う ( 夫 ひ 刀 Q 旬 NO 
居 全 求 や NM 会 忌 )“ 

て トイ て 提 EG 所 会所 欧 て 揚 玉 完 
ec: SS リー ローK ン っ SR 全 や で 
っ つう 6 公 の ひ Q? ペー 呈 30” 回 折っ 公 Q っ 
っ 信 ー” 人 押せ いい S0 舞 し に スト て 公 和光 
いし 稚 ロ ー 和 かせ 師 し や ー 和 せっ し て 
て さや“ 

( 崩 十 世 G と エビ ′ マー マズ や ぐ ) 

掲 民 咽 い な 祭 "凡才 封 や 抑 弄 ロロ 放 人 
ら の 較 し 了 〇 x 苦 を く 悪 更 多 捜し ぐ 
く ” 考 守 会 届 生 K ら うー ス 揚羽 で へ 
Se・ と ー ト ンー 掲 だ S 択 会 足 糧 … っ ) 人 S 
Ne ろり) の 吊 心 て 所 一 (下り o の らら 8) 
パ や さく 8 弓 つ る ユー ニシ つう せ c・ へ 
ー さ で で し っ)) 製 ュ テー ラル つる 8 お ろり“ 
っ の つ 全 つぐ 〇 mL 選 て 和信 一 半 で し レ の < で S 
ル へ へ へ ヘイ ロー ペ 選 つり Pk@G 倒 で ソレ 
っ へ 因 うう く て ふぐ ニー ト ーー や 振 開 し 
固 箇 々 で で し 路 し や 中 で へ 篤 委 つ や 
で Nv て お 忘 ロ つり” や で 中 そく ー 
まで や ふ 人 人 K 忠 因 で 心 て 和 ヘ ー | くつ と へ 」 
昌 つ 8 家 回 つ e | くさ と へ | 悼 し っ 
ー ベ K や KG っ 3)” 間 へ へ つら 居 つる 環 や 
宮古 ne 祭 ぐ 忌 弟 看 し レ く て eS 信人 選 
人 SOK? Je [こと へ | 祥 で る 
ec て 玉 る 2 で 832 る? を セン 志 時 
(Q 過 感 ) 人 穫 よ シホ ささ hn ロ G< 坦 くさ 人 
ヘリ ロー や Si ( 限 忠 ) 8 坦 し 刻 く し めぐ <^ 
坦 嘩 人 で り 無 Qp 4Q…? 


噂 の バリ ペン 君 だ ん 


これ が 





0Z 


人 


% 本 合 
ンド ペン 避 


人参 「 な むこ 屋 総 本 債 】 は いい で すね 。 上 菓 子 や ブリ キ の お も ちゃ の ある レト ロ チ ッ ク な 雑貨 
屋 の 雰囲気 は 、 駄 菓子 経験 の な い 私 に も 「 な つか し い | と 思わ せ て くれ ます 。 か な り 、 気 に 
入っ ちゃ っ た の で 、 ぜひ 私 の 住む 析 市 に も 作っ て くれ ませ ん か ? お 願い し ます 。 
SSR 本 県 の し の お の の の の 19 オ ) 

東京 者 多摩 市 に ある 一 大 ショ ッ ピ ング セン ター 京王 聖 貴 桜 ヶ 丘 A 館 7 階 に 出店 し た 「 な む 

こ 屋 総 本 倍 」。 平成 7 年 6 月 24 日 に オー の 2 し た の で さっ そく 、 取材 に 行き ま 玉 だ 。 7225 
ンド の 一 角 に あり 、 店 内 450 種 類 も の 駄菓子 や お も ちゃ で いっ ぱい ネオ ・ レ トロ な 紛 囲 気 
は 遊び の 原点 を 感じ させ る 路地 裏 感覚 に あふ れ て いま す 。 つ いつ い 買 いす ぎ て も 、 1000 円 で お 
つり が きち ゃ う 。 来年 1 月 まで の 実験 店 舗 だ か ら 駆け つけ よう 。 ゲ ー 2 。。 
NAV ス せ ん べ い は あな た が 忘 UM NUMNN 















< !2 < 
入り 口 








4 玩具 メ ー カ ー の トミ ー と タイ アッ プ し た イベ ント 「 プ ラレー 2 ム 「 気 軽 に 声 を か け て ね ] 「 な むこ 屋 総 本 舗 】 の スタ ッ ' 3 | 
ル 大 作戦 』。 あ み だ 状 に な っ た 線路 の 上 を お も ちゃ の 電車 プ "” " 。 フ 。 左 か ら 村 田 店 主 、 市 川 さん 、 澤 健 さ ん 、 柏 山 『 辿 の 計り 売り も 
ラレー ル が 走り ^ よ あたり * の ゴー ル を 目指 す ゲ ー ム NNN 「 し て いる よ 





住所 〒206 東京 都 多摩 市 関戸 1 - 10-1 京王 聖 吐 桜 ヶ 丘 SC A 館 7 階 | 
人 0423-37- 2641 





スポ ー ツ の 秋 が も うす ぐ 。 今年 は 何と いっ て も 野球 が 面白 いよ ね 。 野 
成 選 手 や イチ ロー の 活躍 は 、 経 済 効果 を 生み 出す ほど 。 ペ ナン トレ ー ス 
の 行方 も 気 に な る し 。T V 観 戦 も いい けど 、 ラ イブ の 迫力 を 味わい に 球場 
に 出かけ て みよ うか な 。 応援 する チー ム が 勝っ た 時 に 飲む ビー ル は 最高 / 









8 あんり 。 る る すま 4 
プ ? 度 L 村 だ 才 る "1 ピン う 
ュー スズメ ント マシ ン シ ョ ー 間 催 レ リ は の た ば り リ し イ と 辛 位置 ま 2 辛 ど や エ 上 
| ツ 竣 パー 人 本 ラウ か プ 是 か ざ し いる <4I | 
サジ 洋 ト こく ジリ と も | ナ た の で 。 ト ス コス 
| レ 連 ん |」 間 と な か 市 た ルム ? 方 すう ッ ド N 
UP 3 格 、 ト | れ の ス 題 は の な 販 よ イコ が ね テプラ 請 ド 
盛 や ら レ 闘 マ ほ も サ て 熱 下 無 ま で り 車 う ン 党 面 。 り で イ ン 三 
間 間 EE 良 よ | レミ ラ し た 違 タ で い 還 白 ど < コバ 議 還 
間 較 識 ろ シ |ー イ で 吉 頭 いて イ す お て いと ら リ 1!I 6 
0 、 UN っ し リス に ババ すっ の ま プ が め 舎 で ふ ッ ルー 商 庁 
人間 韻 EE 還 い ! し ある. "た 切 す と で 人 人 すら ジレ を 還 還 還 還 
誠 I2Mmm 5 ^ て り / 拘 准 し フリ と 間 ね て レ ま フ | 
大 特 モ 幅 。 っ 了 み * 童 作 が オッ うき 8 い | し レ 
2。 燈 に ノ も で 新 て 医 感 必 コ |! ト ジ ご ん 曲 う サ た イ K 
上 講和 は 、CN の き ー だ の に で ス ユ と い 民 洗 一 た 初 て 較 記 
イ (お 、 月 e- まし レ さ で 他 慣 す も ラ 比 ま 予 脳 り ち 級 
IO 2 M o 
ON に CUko 6 
1 * 偽 か し ム 
2 ら に 梅 づ テ ひ を よ ま ま 梅 今 り た 
が の コ 田 クィ な ご 従 り す 心 た 田 度 に 夕 先 プ 
会 期 9 月 13 日 15 日 著 お 日 ゲ `2 の カプ に 1 お 来 業 エ " 温 近 に は 夢 も 日 | 
(た だ し 13・14 日 は 業界 関係 者 の み 、 且 ば "| 次 お 6 も ラ は エ 階 店 員 キ こ か - 々 ナ ぜ 中 うつ シ 
は 一 般 公 * あ は ム な ま 委 よ ボ 阪 に ナナ 一 送 う ゆい 全 行 ム ひ に 最 ノ い 
15 日 公 開 日 ) KS れ +。 を 日 % ニ 内 言 リ ン 4 
最終 日 は 10 : 00 こ 16 : 00 ま で Sr 0 2 る 第 名前 コン を 回 イ し お 証 つ ヨコ 大 な 高 4% 
る や ゃ や 般 ア 流 仙一 し 田 通 ご プ バ い 目 テ た 便 革 て の 阪 っ に 2 
入場 料 2.000 円 (中 学生 以上 ) 人 の の く リャ ゃ ャ ラ に 「 指 イ 言 りや" みお の て 面 所 日 
1.000 円 (小学生) た だ し 10 才 未満 は 連日 ら あ な が の で し ン ま 大 っ だ な 上 目 所 
人 i 連日 5 あぁ 回 願 あ ナチ PA 南 て グ を 変 て い を 真 無 か 人 敬語 ジジ 衣 根 
保護 者 同伴 。 0 いり ン CV 海 いで 今 あ 7 と 作 ん 六 っ き ト 
未 就学 児童 は 無料 。 MD し ま コ ナ で 難 き 楽 後 り や 思っ 中 気 た に 
2 ます 店 ン 己 波 まし の が シン い て の に で 千 論 
場所 千葉 県 千葉 市 美浜 区 幕張 メッ セ ICO Ce す の 大 導い 駅 すい 糧 と くま は ^ 沙 す 池 
古 > 2 ヽ の 2 つ ん ス 六 バ 9\ 呈 と ん ra う 
(京葉 線 ・ 海 浜 幕張 駅 下車 徒歩 5 分 ) 2 2 と > で 東和 千 ナ "店 に うん すし ナ び ぴ び “て 本 
OS 洋 が 日 ン ま づ し ご ,。" い ン ま 久 来 議 軒 
で 2 あ 朋 パ た く て ざ ご で が パ し し ま 長 
ち 階 り に シ ぜ り いい ぃ い 之 す や た ぶし 


JJ 





IP シリ ーー ン 
の マシ ン の ロゴ ヨタ イプ を 型 ど うた スグ レ も の で す 。 


1 


名 様 





ガン ダム 発売 15 周 年 を 記念 し た 大 人 
気 の " ガ ンプ ラ ”"。 よ り リ アル な 内 部 
メカ の 表現 が 泣か せま す 。1 ノ 100 





( スケ ー ル を 15 名 に 。 
@ 創 通 エ ー ジ ェ ン シー・ サ ン ラ イズ ・ テ レビ 朝日 

ク 
佐竹 雅昭 さん か ら ん 





本 誌 に 登場 し た 佐竹 さん 。 自 著 『 世 紀 
未 覇 者 伝説 』】 を サイ ン 入 り で 読者 に プ 全 
レ ゼ ント し て くれ まし た 。 格 闘技 フ ァ 4 独 チ ズ 

ン に は 嬉し い 逸 品 で す 。 を 和 天 各 





GB 『 ギ ャ ラガ & ギ ャ ラク シア ン 】 s9 


今や オナ ムコ プレ イス テー ショ ノノ 「 の (mami こり 7 MEBOY 
オマ ケ で も 有名 な 「『 ギ ャ ラガ 』 「『 ギ ャ ラク ママ 
シア ン 』。2 つ の ソフ ト を 1 本 に まとめ て 
帰っ て きま し た 。 ア ー ケ ー ド の 雰囲気 は そ 
の まま に 、 ス ー パ 9 ) | 17M( す 8 
か ら カ ラー で も お 楽し み 頂け ます 。 


『 リ ッ ジ レー サー』 に 登場 する 7 台 の マシ ン 
を 全て 再現 。 車 の ぬい ぐる み と し て は 、 最 

高 の 出来 喘 え で す 。 7 台 セ ッ ト で 手 に 入る 

の は ココ だ け で す 。 








ハマ コーT シ ャ ツ 
CD-ROM『 サ イコ トロ ン 』 ア 
も 
ャ ツ を 作り まし た 。 着 て 歩け ば 街 
の 人 気 者 だ ね 。 





待ち に 待っ た 『 鉄 拳 2』 が ジグ 
ソー に な り ま し た 。 登場 キャ ラ rm 
クタ ー8 人 を 全て 網羅 し 、200 ルー 、 
ピー ス で 完成 し ます 。 熱い 戦い / 即 少 リ 

の 合間 に 一 委 い れ て 頭 を 使 お う 。 





次 号 ノ ワー ズ (10 号 ) は 、 SFC [ブラ イム ゴー ル 3| ナム コ ・ の 0 2 


ンーー で が 新 発 売 の プレ イス テー ショ ン ソ フ ト 第 3 ー プ レル し た | ホホ テル ザ げ バ ベ ル | 。 オ ー フ ソン 
1 月 91 日 発行 予定 で す 。 書 。 リ リー ガー を 思い の まま に 操作 し 記念 の 美しい 夜景 を 背景 に し た オリ ジ ナ ル ・ 


て 君 の ひい き チ ー ム の 優勝 だ 。 テレ カ を あな た に 。 





ひと つ ひ と つ 心 を こめ て 
大 切 に 作り あげ まし た 
イタ リア ン ・ KK の ハン トド メス ドク ッ キ ー 


ーッ ツキ イチ 2 フレ 
Cashew Nuts ttS Caramel 


0 OO 












上 語 二 し < ロ = ス ト し た カシ コー ー お ツメ ツ こ 、 は ちの 8 誠 ま 
叶 用 の 且 人 な 己 で 作っ た 時 製 キ ャ ラメ ル の 見 事 な 
" ョ み ラージ シヨ ジ 3 心 を ざめ て 焼き上げ だ 自慢 の 

ク 必 es ーー 





、- ニーーーー ン ーーーーー ニ 





還 エ ジム チーズ の 守 わ 8 質 の 7 ー が RG 識 細 な ae、。 
美味 し さ を 生み だ し て いま す 。 ど な た に も 座 ば れる 購 り 。。 
物 に も 最適 な クッ キー で す 。 2 


お 好み の ク 9 っ な 放 きめ 合せ いた し ます 。 


手作り の お いし きる を ご 家庭 で 、 を し て 大 切な あの 方 に も 。 
詳し く は イタ リア ン ・ ト マト の スタ ッ フ に 
お 気軽 に お な たずね 下さ い 。 





E 衣 ーー ュ 人 な 員 の 
Es ーー の < = 

ンジ ー ジン テー ーー ニー po の ーー 

ca ンス ーー ーー ング ンー ンー 








マト em ン リ アン ウォ ワレ タッ クワ ー ズ 
ル 72e/6z7ze 7 の 77/72 ceo/se 
120 生 140 芋 160 140 
上 質 の 卵 と バタ ー を 使っ て 、 ふ ん わり と 仕上 げた 、 バター の 風味 豊か な 、 し っ と り と 震 に ころ ける よ 。 甘 さ ひか え め の フル ー ツ ジャ ム が さわ や か な お ほろ苦 さと すっ きり し た 甘み が 特徴 の カラ メル 
や さ し い 口当たり の 焼 子 で す 。 うな 食 感 の ヨー ロッ パ バ 生 まれ の 高級 焼 菓子 で す 。 いし さ を 運 び ま す 。 サ ワー チェ リー・ オ レン ジ ・ クレ ー ム を サン ド し た 大 人 の 焼 菓子 で す 。 


ブル ー ベ リー の つの 味 を ご 用 意 し まし た 。 


ITALIAN TOMATO 
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